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六
日
町

西
六
日
町

津
池

ロ

　　　　ハムL一第三瓢、レ吉團
　　　　　　　　町

北
越
北
線
（
六
日
町
　
犀
潟
間
五
十
九
・
四
キ
。
）
は
、
昭
和
六

十
年
三
月
の
工
事
再
開
以
来
、
電
化
に
よ
る
高
速
化
が
熱
望
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
昨
年
八
月
、
運
輸
省
が
全
国
鉄
道
幹
線
網
の
一
部

と
し
て
着
目
し
、
電
化
高
速
化
の
案
が
浮
上
し
ま
し
た
。

　
　
そ
の
後
、
平
成
元
年
度
の
政
府
予
算
案
（
大
蔵
省
原
案
）
に
三

　
億
円
が
内
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
七
年
度
に
時
速

　
百
六
十
キ
。
の
ス
ー
パ
ー
特
急
が
走
る
見
通
し
に
な
り
ま
し
た
。

　
．
．
購
解
事
業
費

　
北
越
北
線
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
末

ま
で
に
約
五
百
二
十
八
億
円
（
事
業
費

約
七
百
九
十
四
億
円
）
が
投
資
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
、
高
速
線
化
事
業
と
し

て
路
盤
、
電
気
設
備
な
ど
の
改
良
費
に

約
三
百
二
十
億
円
が
見
込
ま
れ
、
総
事

業
費
は
約
千
百
十
四
億
円
と
な
り
ま
す

こ
の
う
ち
、
約
八
十
億
円
は
電
化
を
整

備
す
る
た
め
の
事
業
費
で
、
A
B
線
予

算
（
日
本
鉄
道
建
設
公
団
地
方
開
発
線
、

地
方
幹
線
予
算
）
で
負
担
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
残
り
の
約
二
百
四
十

億
円
は
、
高
速
化
を
整
備
す
る
た
め
の

事
業
費
で
、
国
が
約
四
十
二
億
円
、
地

元
（
北
越
急
行
㈱
）
が
約
四
十
億
円
、

J
R
束
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
が
約
百
五
十

八
億
円
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
地
元
に
つ
い
て
は
、
出
資
者
で
あ
る

県
、
沿
線
十
七
市
町
村
、
民
間
十
三
団

体
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
時
蝶
響
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

　
現
在
の
上
．
信
越
線
（
越
後
湯
沢
－
聯

長
岡
ー
直
江
津
間
）
の
距
離
は
、
百
三
“

十
六
キ
。
あ
り
、
時
問
は
七
十
五
分
か
か
脚

り
寄
北
越
北
線
（
越
後
湯
沢
⊥
ハ
聯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馴

日
町
半
日
町
間
）
で
す
と
、
八
吉
繍

キ
。
で
五
十
三
分
に
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
聯

そ
れ
ぞ
れ
五
十
一
キ
。
、
二
十
二
分
間
が
聯

短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
言
寄
　

酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛

　
こ
の
よ
、
つ
に
、
首
都
圏
と
北
陸
地
方
脚

を
結
ぶ
重
要
な
幹
線
と
な
り
、
旅
客
の
　
聯

人
数
も
増
し
J
R
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
聯

な
ど
鉄
道
妻
者
の
餐
高
上
さ
慧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聯

ま
す
。
ま
た
、
沿
線
住
民
の
生
活
の
利
聯

便
性
や
地
域
交
通
の
確
保
に
役
立
ち
、
　
酬

産
業
や
経
済
、
観
光
な
ど
地
域
振
興
に
　
蝋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

大
切
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

当
市
に
と
っ
て
も
、
交
通
が
よ
ー
な
脚

り
地
場
産
業
の
活
性
化
、
そ
し
て
、
現
在
　
聯

進
め
て
い
る
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
弾
み
が
　
聯

つ
き
・
多
く
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
手
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

　
完
成
年
度
は
、
免
許
取
得
時
（
六
十
　
聯

年
二
月
）
で
平
成
二
年
度
と
な
っ
て
い
　
脚

ま
し
た
が
、
高
速
化
の
場
合
は
平
成
七
　
聯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

年
度
に
な
る
見
込
み
烹
　
　
聯

　　鍋立山

の
穫
轄
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聯

　
北
越
北
線
の
工
事
進
捗
状
況
は
、
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝋

±
二
年
十
二
月
現
在
延
長
比
で
用
地
買
酬

収
が
九
十
四
％
、
路
盤
工
事
が
八
十
六
脚

活
性
化
の
た
め
の
第
一
歩

　
北
越
北
線
に
ス
ー
バ
ー
特
急
が
走
る

の
は
、
う
れ
し
い
で
す
ね
。
市
の
活
性

化
の
た
め
、
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
と
思

う
の
で
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
十
日
町
に
全
部
停
車
さ
せ

る
運
動
を
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
駅
舎
は
市
の
顔
で
す
か
ら
、

リ
ゾ
i
ト
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
が
ほ
し
い
で
す
ね
。
高
架
に
し
て

上
に
文
化
施
設
、
下
に
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
を
造
る
な
ど
立
体
的
に
利
用
し
た
い

で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
お
り
ひ
め
ご
う

　
ス
ー
パ
i
特
急
「
織
姫
号
」
が
干
日

町
に
来
て
、
リ
ゾ
ー
ト
で
遊
び
、
ル
ン

ル
ン
気
分
で
街
を
散
策
す
る
、
こ
ん
な

こ
と
か
ら
活
性
化
の
第
一
歩
が
始
ま
っ

て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
ー

騨

大島　善孝さ
（駅通り・自営業

開
通
の
日
が
待
ち
遠
し
い

　
ス
ー
パ
ー
特
急
が
走
る
の
を
喜
ん
で

い
る
ひ
と
り
で
す
．
北
陸
方
面
に
も
気

軽
に
旅
行
で
き
る
し
、
ほ
ん
と
う
に
便

利
に
な
る
と
思
う
の
で
、
開
通
の
日
が

待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。
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松
代
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一
頸
城大
島

“一
霧
ケ
岳

下
ン
ネ
ル

沢
田

↓
有
島

』
ト
ン
ネ
ル

％
の
進
捗
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
沿
線
十
三
ヵ
所
で
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
、
六
十

三
年
十
一
月
第
二
田
沢
ト
ン
ネ
ル
が
貫

通
し
、
近
々
完
成
す
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
有
島
ト
ン
ネ
ル
が
六
十
三
年
十
二

月
に
、
霧
ヶ
岳
ト
ン
ネ
ル
が
今
年
の
二

月
に
完
成
。
第
一
飯
室
ト
ン
ネ
ル
が
三

分
の
二
の
掘
削
が
終
わ
り
、
平
成
二
年

に
完
成
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

鍋
立
山
ト
ン
ネ
ル
は
、
国
内
有
数
の
特

殊
な
地
質
の
た
め
関
係
者
の
努
力
に
も

か
か
わ
ら
ず
難
航
し
て
い
ま
す
。
橋
梁

に
つ
い
て
は
、
信
濃
川
橋
梁
（
城
之
古

地
内
）
が
来
春
架
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。

路
盤
に
つ
い
て
も
増
田
地
区
の
路
盤
が

平
成
二
年
一
月
に
、
浦
川
原
地
区
の
路

盤
が
二
月
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

三
駅
が
加
わ
り

　
　
　
停
車
に
全
力
を

　
す
で
に
運
輸
局
か
ら
認
可
が
下
り
て

い
る
九
駅
に
加
え
て
、
新
座
駅
（
十
日

町
市
）
、
顕
聖
寺
駅
（
浦
川
原
村
）
、
大
池

駅
（
頸
城
村
）
の
三
ヵ
所
が
追
加
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
地
元
か
ら

要
望
が
出
て
い
た
も
の
で
工
事
費
は
地

元
の
市
・
村
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
北
越
北
線
の
電
化
高
速
化
は
実
現
し

ま
し
た
が
、
ス
ー
パ
ー
特
急
の
停
車
駅

に
つ
い
て
は
未
定
で
す
。

　
今
後
、
十
日
町
駅
に
よ
り
多
く
の
ス

i
。
バ
ー
特
急
が
停
車
す
る
こ
と
と
早
期

完
成
を
目
ざ
し
た
運
動
を
展
開
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

至新駕北越北線利用の概要

（上信越線経由／　　　　　距離　時間　　　　　　健　　憲
越後湯沢一長岡一直江津　　136km　75分　　　　轡云
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　β　　　　　　上　二
（北越北線経由〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　越紗
越後湯沢一六日町一直江津85k盈53分　滝蟄轟、

　短縮される距離と時聞　　51km　22分　醜津　　　　　塞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　至富仏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　越後濡沢

※北越北線経由は最高速度160km幽（振子）　　　　　　　　至t郭

　の車両走行を想定しています。

“一脚脚秘聯聯聯智柵朧脚“．1脚聯脚．“脚蝋脚脚脚．脚

　
駅
周
辺
の
開
発
で
は
、
長
岡
の
よ
う

に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
り
、
食

事
が
で
き
る
よ
う
な
駅
が
で
き
れ
ば
い

い
で
す
ね
。
十
日
町
は
、
き
も
の
の
産

地
で
す
か
ら
、
気
軽
に
十
日
町
の
き
も

の
を
買
え
る
お
店
も
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
ま
た
、
駅
の
西
側
に
は
、
遊
具
が
い

っ
ぱ
い
あ
る
公
園
が
ほ
し
い
し
、
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン
も
必
要
で
し
ょ
う
。

　
駅
の
西
側
が
ど
ん
な
ふ
う
に
開
発
さ

れ
る
の
か
、
気
に
な
り
ま
す
の
で
、
早

く
計
画
を
立
て
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

至直江津

増
田

高橋千代子さん
　（丸山町・主婦）

フ
ロ
ら
～
第
1
飯
室

蓉
ト
ン
ネ
ル

囹

犀
潟

での経過
敷設法（大正11年法律第37号）によ

定路線に編入

建設審議会において調査線に格上げ

　
　
　
　

建
格
指
㎞
計
の
十
道
ネ
道
架
計

線
に
に
。
7
施
鉱

新
線
線
6
8
実
の
町
町
ト
町
町
実
激
町
町
鉄
町
峠
町
ト
町
峠
岳
国
に
工
量

設基本計画決定

上げ決定

示される（六日町・直江津間

画認可（六日町・十日町間延

・十日町間工事着手

鉄道建設所開所

ンネル工事着手

鉄道建設所開所

高架工事着手

施計画認可（十日町・犀潟間延長
m）

・犀潟間工事着手

トンネル工事着手

道建設所開所

高架橋完成

、鍋立山両トンネル工事着手

トンネル完成

ンネル貫通

・頸城村間法線発表

トンネル貫通

トンネル工事着工

有鉄道経営再建促進特別措置法の

ともない、建設予算凍結、工事中断

延長34．2km　進捗率57．6％

済延長54．2km　進捗率91．2％

市町村による北越北線第三セクタ

準備会が発足

が第三セクターへの参加決定

線第三セタター設立準備会総会で

行株式会社の設立を正式決定

行株式会社設立（登記完了）

建法第14条に基づく地方交通線指

　
道
予
道
定
鉄
事
事
長
事
1
5
日
日
倉
日
日
事
4
日
日
代
日
師
日
倉
潟
師
ヶ
本
行
施
測

ま
鉄
る
鉄
決
国
工
工
延
工
長
六
六
赤
＋
＋
工
聰
＋
＋
松
＋
薬
＋
赤
大
薬
霧
日
施
．
．
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昭和37年5月12日

〃37年5月31日

39年4月22日

39年6月25日

39年9月28日

43年3月28日

43年8月14日

43年9月

44年9月19日

46年10月

47年8月28日

47年10月11日

48年3月24日

48年3月24日

48年11月13日

49年1月10日

50年6月25日

50年12月11日

51年1月21日

52年12月26日

53年6月6日
53年10月26日

55年12月

〃57年度末現在

道事業免許申請

許

線工事施工認可および特別設計許

17

立
県
北
急
急
再
示
鉄
免
北
請
認
北
行
大
施
鉄
で
る
鉄
工
岳
ト
買

線
設
潟
越
越
越
鉄
告
方
上
越
申
上
越
が
輪
実
本
間
す
本

沿
一
新
北
北
北
国
定
地
同
北
可
同
北
団
運
事
日
の
関
日
手
霧
犬
用

昭和59年3月1日

59年5月18日

59年8月8日

59年8月30日

59年11月8日

59年11月9日

60年2月1日
60年2月4日

上認可および許可

越北線鉄道施設建設工事を日本鉄道公

が行うよう運輪大臣に申出

輪大臣が日本鉄道建設公団に対し、工

実施計画を指示

本鉄道建設公団と北越急行株式会社と

間で鉄道施設の建設工事および貸付に

する基本協定締結

本鉄道建設公団が北越北線の工事に着

、工事再開

ヶ岳トンネル工事着手

伏トンネル工事着手

地買収の進捗率94％　路盤工事86％

60年2月6日
60年2月

60年2月8日

60年2月25日

60年3月18日

60年4月

60年4月

63年12月
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君
健
男
前
知
事
（
故
人
）
の
辞
任
に
伴
う
新
潟
県
知
事

選
挙
は
、
五
月
十
五
日
に
告
示
さ
れ
、
六
月
四
日
に
投
票

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
四
年
間
、
県
政
を
託
す
県
民
の
代
表
者
を
選

ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
責
任
と
自
覚
を
も

っ
て
、
正
し
い
判
断
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
十
日
町
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
ー
六
月
四
日
現
在
で
満

二
十
歳
以
上
の
人
で
す
。

②
平
成
元
年
二
月
十
五
日
以
降
に
県

内
の
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
人

は
、
前
住
所
地
の
市
町
村
で
投
票
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
十
日
町
市
長
の
発
行
す

る
「
引
き
続
き
県
の
区
域
内
に
住
所
を

有
す
る
旨
の
証
明
書
」
を
持
参
し
て
、

前
住
所
地
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　
十
日
町
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
て
い
て
も
、
投
票
日
ま
で
に
県
外
に

転
出
し
た
人
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　
投
票
は
決
め
ら
れ
た
投
票
所
に
行
っ

て
直
接
す
る
の
が
原
則
で
す
が
、
次
の

よ
う
な
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
投

票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
　
投
票
す
る
人
が
、
決
め
ら
れ
た
自

■問い合わせ

選挙管理委員会（盈57－

3111内線149・150）へ。

（灘難ま市役所1階）

分
の
投
票
区
の
区
域
外
で
職
務
ま
た
は

業
務
に
従
事
中
で
あ
る
こ
と
。

②
や
む
を
得
な
い
用
務
や
事
故
の
た

め
、
市
外
に
旅
行
中
ま
た
は
滞
在
中
で

あ
る
こ
と
。

③
病
気
・
負
傷
・
出
産
な
ど
の
た
め
、

歩
行
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
こ
と
。

④
交
通
至
難
の
島
な
ど
に
居
住
・
滞

在
中
ま
た
は
職
務
・
業
務
に
従
事
中
で

あ
る
こ
と
。

期闘
票
日
の
前
日

日
、

ま
で
で
す
。

　
旅
行
先
や
滞
在
先
で
不
在
者
投
票
を

す
る
場
合
は
、
投
票
日
ま
で
に
市
の
選

挙
管
理
委
員
会
（
厳
密
に
は
、
そ
の
人

本
来
の
投
票
所
の
閉
鎖
時
刻
）
に
、
そ

の
投
票
が
到
達
し
な
い
と
無
効
に
な
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
投
票
の
郵
送
期
間

な
ど
も
考
慮
し
て
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
音
心
く
だ
さ
い
。

　
　
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

　
で
き
る
期
間
は
、
選
挙
の
告
示

　
の
日
（
五
月
十
五
日
）
か
ら
投

　
　
　
（
六
月
三
日
）
ま
で
の
毎

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

手続き
①て
い
る
市
町
村
で
投
票
す
る
場
合

②
①
以
外
の
市
町
村
で
、
投
票
す
る

場
合
③
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設

の
長
が
不
在
者
投
票
管
理
者
と
な
る
施

設
で
投
票
す
る
場
合

　
①
に
つ
い
て
は
、
　
「
印
鑑
」
と
「
入

場
券
」
を
持
参
し
、
選
挙
事
務
室
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
在
者
投
票
を
す
る
事
由
を
、
具
体
的

に
申
し
出
る
と
と
も
に
、
そ
の
事
由
が

真
正
で
あ
る
こ
と
を
誓
う
宣
誓
書
（
認

印
が
必
要
）
を
、
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
②
、
③
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
手
続

き
が
異
な
る
た
め
、
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
手
続
き
は
、
そ
の
不
在
者
投

票
を
行
う
場
所
に
よ
り
、
次
の

三
つ
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

自
分
が
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
は
、

自
宅
で
投
票
用
紙
に
侯
補
者
の
氏
名
を

書
い
て
、
郵
便
で
選
挙
管
理
委
員
会
に

送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
う
た

め
に
は
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交
付

を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
郵
便
投
票
証
明
書
の
有
効
期
限
は
、

交
付
の
日
か
ら
四
年
問
で
す
の
で
、
期

限
が
切
れ
て
い
る
場
合
は
、
早
め
に
再

交
付
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
目
の
不
自
由
な
人
は
、
投
票
管
理
者

に
申
し
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
点
字
で

投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
指
先
や
腕
の
ケ
ガ
・
失
明
な
ど
の
身

体
の
故
障
や
文
盲
の
た
め
侯
補
者
の
氏

名
を
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

投
票
補
助
者
が
、
選
挙
人
が
指
示
す
る

侯
補
者
の
氏
名
を
記
載
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
入
場
券
は
、
嘱
託
員
さ
ん
を
通
じ
て

五
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
に
届
け
ま
す
。

　
万
一
、
紛
失
し
た
場
合
で
も
投
票
で

き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
係
員
に
お
話

し
て
く
だ
さ
い
。
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吉
田
北
部
地
区
排
水
処
理
場
で
通
水
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
月
1
日
か
ら
一
部
供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た

　
四
月
二
十
四
日
㈹
、
吉
田
北
部
地
区

（
稲
葉
・
吉
田
山
谷
・
小
泉
・
樽
沢
の

一
部
）
の
排
水
処
理
場
の
完
成
を
祝
っ

て
通
水
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

は
工
事
関
係
者
な
ど
約
百
人
が
出
席
し

て
祝
い
ま
し
た
。

　
同
施
設
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
に
農

業
集
落
排
水
事
業
の
一
つ
と
し
て
着
手

さ
れ
た
も
の
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
平
屋
建
て
。
総
工
費
約
二
億
二
千

万
円
を
投
じ
て
建
設
さ
れ
、
処
理
対
象

人
口
は
約
三
百
八
十
世
帯
、
千
六
百
人

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
五
月
か
ら
供
用
開
始
さ
れ
た
区
域
は

そ
の
約
七
十
五
％
に
当
た
る
約
二
百
八

十
五
世
帯
千
二
百
人
で
す
。
こ
の
完
成

に
よ
り
、
汚
水
は
処
理
場
で
き
れ
い
に

処
理
さ
れ
て
か
ら
川
な
ど
に
放
流
さ
れ

ま
す
の
で
清
流
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

ま
た
、
き
た
な
い
ド
ブ
や
溝
で
の
ハ
エ

や
蚊
の
発
生
も
防
い
で
衛
生
的
に
な
り

ま
す
し
、
快
適
な
水
洗
ト
イ
レ
が
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
悪
臭
に
悩
ま
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
処
理
区
域
内
の
皆
さ
ん
へ

　
①
台
所
、
お
ふ
ろ
場
、
浄
化
槽
な
ど

か
ら
出
る
汚
水
の
排
水
設
備
は
速
や
か

に
設
置
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
②
く
み
取
り
便
所
は
、
三
年
以
内
に

改
造
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課
管
理
係

（
盈
5
7
　
3
1
1
1
内
線
劉
）
へ
。排水処理を担う原動力です

松くい虫被害木を移動しないで

　
市
内
で
松
く
い
虫
に
食
い

荒
さ
れ
、
枯
れ
て
し
ま
っ
た

松
が
増
え
て
い
ま
す
。
松
く

い
虫
は
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ

キ
リ
を
運
び
屋
に
次
々
と
伝

染
す
る
た
め
、
早
く
被
害
木

を
発
見
し
、
伐
採
し
て
薬
剤

を
散
布
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
薬
剤
処
理
を
せ
ず
、
被
害

木
を
移
動
さ
せ
る
と
、
松
く

い
虫
が
限
り
な
く
広
が
り
ま

す
。
県
で
は
、
松
く
い
虫
の

被
害
が
激
増
し
て
い
る
こ
と

か
ら
「
森
林
病
害
虫
等
防
除

法
」
に
よ
っ
て
、
次
の
と
お

り
被
害
木
の
移
動
制
限
を
し

て
い
ま
す
。

■
区
域
　
市
全
域

市
民
一
斉
清
掃
の
日
が
ス
タ
ー
ト

町内みんなで参加する清掃作業

5
月
～
11
月
の
毎
月
1
0
日

　
市
制
施
行
三
十
周
年
を
記
念
し
て
始

め
た
「
市
民
一
斉
清
掃
の
日
」
は
六
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
も
五
月
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

　
昨
年
を
み
ま
す
と
、
十
日
ま
た
は
、

そ
の
前
後
の
日
曜
日
に
行
っ
た
町
内
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
合
わ
せ
て
や

っ
て
い
ま
す
。

■
清
掃
の
場
所

　
町
内
の
道
路
、
公
園
な
ど
。
ほ
か
に

　
　
　
朝
6
時
～
7
時

春
、
秋
の
年
二
回
、
川
な
ど
の
清
掃
も

行
い
ま
す
。

■
清
掃
の
方
法

　
ω
町
内
、
衛
生
組
合
な
ど
が
単
位
と

な
り
ま
す
。

　
ω
「
も
え
る
ゴ
ミ
」
と
「
も
え
な
い

ゴ
ミ
」
に
分
け
て
、
ゴ
ミ
収
集
日
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ま
で
は
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

　
㈹
側
溝
の
清
掃
は
今
ま
で
ど
お
り
、

町
内
単
位
で
行
っ
て
い
た
方
法
で
お
願

い
し
ま
す
。

■
そ
の
他

　
ゴ
ミ
袋
、
火
バ
サ
ミ
を
希
望
す
る
場

合
は
、
衛
生
組
合
単
位
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
重
い
側
溝
の
ふ
た
を
簡
単
に

取
り
は
ず
せ
る
「
側
溝
ふ
た
上
げ
機
」

や
、
排
水
溝
な
ど
の
消
毒
に
便
利
な
「
消

毒
機
（
三
兼
機
）
」
の
貸
し
出
し
を
し

て
い
ま
す
。
無
料
で
す
の
で
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
保
健
衛
生
課
環
境
衛

生
係
（
奮
57
－
3
1
1
1
内
線
翅
）
へ
。

■
期
間
　
平
成
元
年
五
月
一
日
～
二
年

四
月
三
十
日

■
内
容
　
松
く
い
虫
が
付
着
し
た
伐
採

木
は
、
松
く
い
虫
を
駆
除
し
た
後
で
な

け
れ
ば
移
動
で
き
ま
せ
ん
。
　
（
駆
除
を

目
的
に
移
動
さ
せ
る
場
合
は
事
前
に
届

け
出
が
必
要
で
す
）

■
罰
則
　
違
反
す
る
と
罰
則
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
林
政
農
災
係

（
盈
5
7
　
3
1
1
1
内
線
釧
・
獅
）
ま

た
は
森
林
組
合
（
盈
5
8
　
3
1
1
5
）

へ
。ご協力ください暴力3ない運動

　
県
内
に
は
二
十
七
団
、
約

千
二
百
人
の
暴
力
団
組
員
が

い
ま
す
。
暴
力
団
は
、
活
動

資
金
を
得
る
た
め
、
賭
博
、

ノ
ミ
行
為
、
覚
せ
い
剤
の
密

売
を
は
じ
め
、
交
通
事
故
の

示
談
、
債
券
の
取
り
立
て
な

ど
に
介
入
し
、
金
を
脅
し
取

る
違
法
行
為
を
し
て
い
ま
す
。

○
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
。

○
暴
力
団
を
利
用
し
な
い
。

○
暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い
。

と
い
う
「
暴
力
3
な
い
運
動
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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うそ

鷺がくれた満開の桜
か
っ
た
。

や
な
い
で
す
か
」
と
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
桜
の
花
も
鴛
し
だ
い
。
愛
鳥
週
間
の
時
期
で
す
が

よ
！
来
年
も
満
開
の
桜
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
お
く
れ
。
」

　
今
年
は
桜
が
見
事
に
花
開
き
、
妻
有
の
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
　
え
ん

を
薄
紅
色
に
染
め
ま
し
た
。
愛
宕
山
．
土
堰

騒
・
十
日
町
小
学
校
な
ど
桜
の
名
所
で
は
、

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
一
斉
に
咲
き
誇
り
、
訪
れ

る
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
こ
ん
な
に
見
事
に
咲
い
た
桜
は
、
近
年
あ

　
っ
た
で
し
よ
う
か
。
長
年
愛
宕
山
の
桜
の
管
理

　
に
携
わ
っ
た
関
口
太
郎
右
衛
門
さ
ん
は
「
桜

　
は
鴛
が
食
わ
な
け
れ
ば
、
毎
年
満
開
に
な
る
。

　
雪
に
強
い
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
植
え
て
、
か
れ

　
こ
れ
四
十
年
。
鴛
が
来
は
じ
め
た
の
は
二
十

　
年
ほ
ど
前
で
、
そ
れ
ま
で
は
満
開
に
咲
い
て

　
い
ま
し
た
。
鴛
退
治
に
網
を
か
け
た
り
消
毒

　
し
た
り
、
手
を
か
け
た
け
ど
う
ま
く
い
か
な

今
年
ほ
ど
き
れ
い
に
咲
い
た
の
は
、
初
め
て
じ

謬
擬

「
鴛

　　　　　　　　　　　れ
　　　　　　　　　て馨　　　　　　鞭
　　　　をな　　　心　　の
　饗羅
私

熈

イタリア（コモ市ほか）

　　調査団報告会

統
産
業
の
き
も
の
を
ど
う
結
び
つ
け
る
の
カ

な
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

合
っ
た
イ
タ
リ
ア
色
を
取
り
入
れ
た
リ
ゾ
ー
ト
を

の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
た
い
」

　
四
月
二
十
一
日
㈹
、
ク
ロ
ス
m
で
イ
タ
リ

ア
（
コ
モ
市
ほ
か
）
リ
ゾ
ー
ト
調
査
団
の
報

告
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
梅
田
健

次
郎
社
長
（
㈱
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
）
な
ど

関
係
者
約
七
十
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
席
上
、
調
査
団
（
㈱
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト

出
資
会
社
・
水
沢
地
区
リ
ゾ
ー
ト
推
進
委
員

会
・
青
年
会
議
所
な
ど
二
十
六
名
）
の
団
長
を

務
め
た
丸
橋
信
之
さ
ん
か
ら
、
北
イ
タ
リ
ア

を
中
心
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
ホ
テ
ル
、
中
世

の
建
物
な
ど
を
視
察
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
・
そ
の
後
、
質
疑
が
行
わ
れ
会
場
か

ら
は
、
ま
ち
づ
く
り
と
の
か
か
わ
り
、
利
用

者
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
ど
こ
に
絞
る
の
か
、
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
な
ど
活
発

　
　
　
　
　
　
丸
橋
団
長
は
、
　
「
十
日
町
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
市
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
結
び
ま
し
た
。

謹
ツ

　
　
　
酷

設
、
r

㊧

あい　　　魯ずる丸傭

0
霧
塞
露
に
嫁
糞
囑
毒
グ
拶

時
間
を
忘
れ
て
没
頭
し
ま
す
版
画
づ
く
り

　
三
年
前
に
年
賀
状
を
つ
く
る
版
画
教

室
に
参
加
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
始
め

た
ん
で
す
。
建
具
屋
を
や
っ
て
い
る
ん

で
、
材
料
は
た
く
さ
ん
あ
る
し
、
刃
物

平野喜三郎さん
（川治上町2・68歳）

を
使
う
の
は
慣
れ
て
い
る
ん
で
、
細
か

い
所
を
彫
る
の
は
得
意
で
す
よ
。
始
め

る
と
ご
飯
の
時
間
も
忘
れ
て
し
ま
い
ま

す
。　
風
景
や
花
な
ど
を
手
が
け
て
い
ま
す

が
、
下
絵
が
う
ま
く
か
け
な
く
て
苦
労

し
て
い
ま
す
。
た
ま
に
、
雑
誌
な
ど
を

見
て
研
究
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

　
今
は
箱
根
に
旅
行
し
た
と
き
見
た
富

十
山
の
作
品
を
彫
る
予
定
に
し
て
る
ん

で
す
。
版
画
の
ほ
か
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

や
海
釣
り
を
や
っ
て
、
忙
し
い
毎
日
を

過
ご
し
て
い
ま
す
よ
。

研
究
を
重
ね
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
掃
除

　
昭
和
六
十
年
の
秋
か
ら
ス
イ
、
・
、
ン
グ

ス
ク
ー
ル
の
更
衣
室
・
ロ
ッ
カ
ー
室
．

ト
イ
レ
の
掃
除
を
し
て
い
ま
す
。
朝
、

早
く
か
ら
留
守
の
施
設
に
入
る
の
で
、

上村ミサヲさん
（土市1・70歳）

信
用
で
き
る
人
、
仲
の
い
い
友
達
と
一

緒
に
仕
事
を
し
て
い
ら
ん
そ
の
。

　
「
あ
か
」
を
落
と
す
の
に
、
ど
ん
な

方
法
が
一
番
能
率
が
よ
く
、
ど
う
し
た

ら
き
れ
い
に
な
る
の
か
、
ど
う
し
た
ら

手
が
荒
れ
な
く
な
る
の
か
、
研
究
し
な

が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。

　
き
れ
い
に
な
る
と
、
私
た
ち
も
「
ほ

っ
と
」
し
ま
す
し
ね
。
こ
こ
に
来
る
人

が
気
持
ち
よ
く
過
ご
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
土
市
に
こ
ん
な

に
立
派
な
施
設
が
あ
る
の
で
、
い
つ
ま

で
も
大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。

6



闘 婁

摯
　
　
　
、

露と

横
浜
博
で
十
日
町
を
P
R

濃
畷

　
　
糟
‘
雛
饗
蜘

て
い
ま
し
た
。
、
、
、
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
を
含
む
七
人
の
女
性
た
ち
も
、

十
日
町
織
物
を
P
R
。
い
た
る
所
か
ら
感
嘆
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
モ
チ
や
そ
ば
、
地
酒
な
ど
の
特
産
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
。
十
日
町
大

太
鼓
の
演
奏
に
は
黒
山
の
人
だ
か
り
。
十
日
町
の
名
を
一
層
高
め
た
企
画
で
し
た
。

　
十
月
一
日
ま
で
開
か
れ
て
い
る
横
浜
博

覧
会
で
、
横
浜
博
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
（
隊
長

小
川
徳
久
経
済
部
長
以
下
三
十
三
名
）
が

五
月
一
日
か
ら
三
日
間
、
十
日
町
市
を
大

い
に
P
R
し
て
き
ま
し
た
。

　
塩
之
又
森
林
公
園
に
貯
蔵
し
て
お
い
た

大
型
ト
ラ
ッ
ク
四
台
分
の
雪
で
作
っ
た
雪

像
、
ス
ベ
リ
台
な
ど
、
時
な
ら
ぬ
雪
の
お

み
や
げ
土
産
に
博
覧
会
場
は
大
喜
び
。
子
ど
も
た

ち
に
交
っ
て
、
大
人
た
ち
も
雪
を
満
喫
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
着
物
姿
で

題を締し

26
製作に汗を流す仲問たち

青
空
　
の
　
会

連
絡
先
“
馬
場
勉
さ
ん

　
　
　
（
鞍
5
2
2
3
）

　
「
大
空
を
飛
ん
で
み
た
い
」
こ
ん
な

夢
を
抱
い
て
、
六
十
三
年
九
月
に
八
人

で
結
成
し
ま
し
た
。
会
員
は
、
現
在
女

性
一
人
を
含
め
た
十
五
人
で
す
。

　
三
ヵ
月
に
一
回
、
川
西
町
・
中
里
村

塩
沢
町
そ
し
て
地
元
の
メ
ン
バ
ー
た
ち

が
、
和
泉
軒
（
浅
河
原
）
に
集
ま
っ
て

飛
行
機
談
議
に
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
「
酒

は
ぬ
き
で
す
よ
」
と
馬
場
さ
ん
。

　
今
は
、
軽
量
飛
行
機
を
製
作
中
。
紅

一
点
の
福
原
陽
出
美
さ
ん
が
、
大
空
に

向
か
っ
て
飛
び
立
つ
日
を
め
ざ
し
て
、
全

員
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
晴
れ
た
日
曜

日
に
は
、
信
濃
川
の
河
川
敷
で
自
分
た

ち
が
飛
ぶ
姿
を
夢
に
見
な
が
ら
、
ラ
ジ

　
　
　
そ
う
じ
ゅ
う

コ
ン
を
操
縦
し
て
い
ま
す
。

　
会
は
、
県
内
で
も
数
少
な
い
日
本
航

空
協
会
の
登
録
団
体
で
す
。
　
「
模
型
飛

行
機
や
ハ
ン
グ
ラ
イ
ヤ
i
、
軽
量
飛
行

機
の
免
許
が
、
会
に
入
れ
ば
取
れ
ま
す

よ
。
飛
行
機
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ

ひ
加
入
し
て
く
だ
さ
い
」
と
熱
心
に
P

R
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
宇
宙
少
年
団
（
小
学
校
四
年
生
か

ら
高
校
生
ま
で
）
の
分
団
を
結
成
し
た

い
。
自
分
達
の
飛
行
機
と
飛
行
場
を
持

っ
て
、
大
空
を
散
歩
し
て
み
た
い
」
と

空
に
か
け
る
夢
を
ま
す
ま
す
ふ
く
ら
ま

せ
、
先
端
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
皆
さ
ん

で
す
。

畿
雛
講　

薄

興聯れる編鱒
夜明

　
題
名
は
再
び
螢
が
舞
う
こ
と
を
願
っ
て

　
昭
和
五
十
八
年
か
ら
B
五
サ
イ
ズ
四

パ
，
の
町
内
会
報
「
螢
の
里
」
を
年
三
回

発
行
し
て
い
ま
す
。
そ
の
名
の
由
来
は
、

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
十
二
社
神
社
や

え
の
き榎
川
の
周
辺
に
は
昔
、
た
く
さ
ん
の
螢

が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
姿
を

近
年
ち
ら
ほ
ら
と
見
か
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

そ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
、
再
び
た
く
さ
ん

の
螢
が
舞
う
こ
と
を
願
っ
て
「
螢
の
里
」

と
名
付
け
ま
し
た
。

　
発
行
以
来
、
ま
も
な
く
二
十
号
が
で

き
ま
す
。
編
集
委
員
に
は
、
町
内
約
四

十
五
世
帯
か
ら
選
ば
れ
た
三
人
が
毎
年
、

交
替
で
当
た
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
委
員

の
家
庭
を
持
ち
回
り
で
編
集
会
議
、
具

体
的
な
進
め
方
が
話
し
合
わ
れ
ま
す
。

　
原
稿
は
電
話
、
そ
し
て
訪
問
を
し
な

が
ら
「
随
筆
、
作
文
、
雑
感
な
ど
気
軽
に

書
い
て
く
だ
さ
い
」
と
お
願
い
し
て
回

り
ま
す
。
時
に
は
次
々
と
断
ら
れ
、
足

が
痛
く
な
る
ほ
ど
で
し
た
。
で
も
最
近

は
、
皆
さ
ん
が
協
力
的
に
な
り
、
お
願

い
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
気
持
ち

よ
く
引
き
受
け
て
く
れ
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
町
内
総
会
の
報
告
、
詩
、

行
事
、
子
ど
も
た
ち
の
絵
、
コ
ラ
ム
、

お
知
ら
せ
な
ど
楽
し
い
話
題
を
満
載
し

て
い
ま
す
。

身
近
な
情
報
を
提
供
し
、
融
和
を
図
る

　
編
集
作
業
の
段
階
で
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、

原
稿
の
整
理
、
見
出
し
の
つ
け
方
、
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
な
ど
か
な
め
と
な
る
技
術
が
む
ず
か

し
い
で
す
が
、
幸
い
得
意
な
人
た
ち
も

い
ま
す
の
で
助
か
り
ま
す
。

　
「
後
世
ま
で
残
る
も
の
を
」
と
身
近

か
な
情
報
を
家
庭
に
お
届
け
し
、
町
内

の
融
和
を
図
る
起
爆
剤
に
な
れ
ば
と
活

動
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
軌
道
に
乗

っ
た
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
が
、
熱
心

な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
交
わ
す
中
で

着
実
に
「
螢
の
里
」
は
育
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
々
か
ら
愛
読

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
紙
面
づ
く
り
に

努
力
し
ま
す
。
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庵と∫層．

　　　　　　、

　この欄「声」では．皆さんのとこ

ろにお伺いして市役所の仕事などで

わからないことや疑問点について担

当課でお答えします。

　また、係では近所の話題、市に対

する提言、こ意見も受け付けていま

すのでこ連絡ください。

【】連絡先／総務課文書広報係
　（盈57－3111内線213・214）へ。

、
ノ’
．
●
瓶

奨学金貸与と返還減額制度
　　市にはく高校生や大学生などに、在学中に学資を

　　貸してくれる制度があると聞きました。その金額や

返還方法などを教えてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（匿　名）

　　　奨学金制度とは

　　経済的な理由で修学が困難な人に学資を貸与して、

有能な人材を育成することが、この奨学金制度の目的で

す。この奨学金を借りるには、次の3つの条件に該当し

なければなりません。

口
■
●

、●

　①十日町市に3年以上住んでいる世帯の子弟

　②学業成績が優秀と認められる者

　③経済的理由により学資の支払いが困難な者

貸与希望者は毎年1月10日～2月20日ごろに公募します。

奨学金の額と返還方法

　奨学金は、原則として毎月世帯主に交付しますが、そ

の額は次のとおりです。

◎高等学校に在学する者

◎高等専門学校に在学する者

◎市内の専修学校に在学する者

◎市外の専修学校に在学する者

◎大学に在学する者

月額　7，000円

月額　10，000円

月額　10，000円

月額　15，000円

月額25，000円

わたしたちの

欝

6年栗田昌志くん

十日町小学校
（山内　　久校長：児童数586名）

楽しい山びこ集会

　
ぽ
く
た
ち
の
十
日
町
小
学
校
は
、
と

て
も
熱
心
に
体
力
づ
く
り
に
は
げ
ん
で

い
ま
す
。
ふ
だ
ん
は
、
は
だ
し
の
生
活

で
、
そ
し
て
さ
ら
に
、
外
へ
遊
び
に
出

た
り
す
る
時
も
、
は
だ
し
の
人
が
大
勢

い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
設
備
も
整
っ

て
い
ま
す
。
城
ヶ
丘
に
あ
る
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
。
そ
こ
に
は
、
タ
ー
ザ
ン
ロ
ー
プ
・

つ
り
橋
・
大
型
す
べ
り
台
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
は
、
な
が
め
が
よ
く
、
昼

休
み
な
ど
に
は
、
み
ん
な
が
よ
く
遊
び

に
行
き
ま
す
。

　
ほ
か
に
は
、
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
！
ト
・

一
輪
車
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
買
っ
た
ば

か
り
の
時
は
、
だ
れ
も
の
れ
な
か
っ
た

　奨学金の返還は、貸与期間終了後1ヵ年を経過した後、

8年（ただし、貸与総額80万円以下は5年）以内の年賦、

半年賦あるいは月賦方法となります。奨学金には利息が

つきません。

奨学金返還額の減額制度

　今年4月から、十日町市奨学金貸与条例が改正され、

一定の条件を満たした場合には、奨学金の返還額を最高

50％減額することにな1）ました。これは、現在返還中の

人にも該当します。

　〔減額制度適用条件〕

　①十日町市に住民登録をしてい　　　　　朔

　　ること。ただし、転入の場合　　　　　3」罰

　　は、卒業後4年以内に十日町

　　市に住民登録をし、その後引

　　き続き住所を有していること。　　　⊂二〃

　②十日町市内または中魚沼郡内

　　の事業所に常用労働者として、1年以上継続して従

　　業していること。

　この2つの条件が同時に、かつ、継続して1年間経過

　した場合に、翌年度の返還額が減額されます。

　〔具体例〕高校奨学生として3年間月額7，000円の貸与

　を受け、卒業後、引き続き地元に定着して就職し、返

　還猶予期間を含め6年が経過した場合。

　　貸与額：月額7，000円×12ヵ月×3年一252，000円

　　返還額：減額非適用者50，400円×5年二252，000円

　　　　　減額適用者　25，200円×5年二126，000円

　減額制度が適用された場合、最大50％の減額となりま

す。

　詳しくは、教育委員会学校教育課（盈57－3111内線

324）へおたずねください。
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　　　材　料　（4人分）

・アスバラガス…200g・セロリ…

／00g・しいたけ…2枚・人参…少

々・いか…／009・むきえび…8匹

・油…大さじ3・しようが（、みじ

ん切り）…大さじ／

保坂アイ子さん

（欝一68欝）

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
季
節
で
す
〃

　
店
頭
に
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
出
ま
わ

る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
我
が
家
で
も
、

減
反
の
田
ん
ぼ
で
作
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
料
理
は
、
ご
は
ん
の
お
か
ず
と

し
て
も
、
お
酒
の
お
つ
ま
み
と
し
て
も

よ
く
合
い
ま
す
。
自
家
製
な
の
で
一
層

お
い
し
く
感
じ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
香
り
が
良
く
、
食
欲
を
そ
そ
り
、

お
父
さ
ん
も
大
好
き
で
す
。

皆
さ
ん
も
、
旬
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を

た
く
さ
ん
食
べ
て
く
だ
さ
い
。

〈
作
り
方
〉
①
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
約
2

㎝
の
斜
め
切
り
に
し
、
人
参
は
短
冊
、

セ
ロ
リ
・
し
い
た
け
は
5
㎜
の
薄
切
り

に
す
る
。

②
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
と
セ
・
リ
は
、
塩
少

々
を
入
れ
た
熱
湯
で
、
サ
ッ
と
下
ゆ
で

し
て
お
く
。

③
い
か
は
皮
を
む
い
て
一
口
大
に
切
り
、

え
び
と
混
ぜ
塩
・
酒
・
か
た
く
り
粉
で

下
味
を
つ
け
、
熱
湯
で
サ
ッ
と
ゆ
で
る
。

④
鍋
に
油
を
熱
し
、
し
ょ
う
が
を
入
れ

て
い
た
め
、
香
り
が
出
た
ら
、
野
菜
、

　
　
　
　
　
　
ヤ
　

魚
の
順
に
い
た
め
　
調
味
料
を
加
え
て

手
早
く
い
た
め
て
、
で
き
あ
が
り
。

　
※
調
味
料
　
し
ょ
う
油
…
大
さ
じ
％

　
酒
…
大
さ
じ
ー
・
塩
…
小
さ
じ
％

　
こ
し
ょ
う
…
少
々
・
水
と
き
か
た
く

　
り
粉
…
大
さ
じ
ー

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
り
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

㊥

轡
㎜
、懸

墜
腰
”

謝
　
　
男

　
力
ん
長

3
H
く
ん

（
也
さ

　
　
和
仔

　
　
田
哨

　
　
山
卜

　先生の車で東下組保育所へ行っているんだよ。お

弁当を食べるのがとっても楽しみなんだ。卵焼きと

ハンバークが入っているんだもん。お姉ちゃんと紙

で刀を作ってチャンバラ遊びをしているんだよ。暴

れん坊だからいつも勝つんだよ。

　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

o溺購嫌．愛宕響
お
田
さ
ん
が
＼
怒
っ
て
い
る
と
き
の
顔
だ
よ
。

　
田
の
日
に
こ
の
絵
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
ん
だ
よ
。

　　　　　　　卸

　　　　　　ぎ　　　　　　磯　　　　　　《

　　　　　1

　　　　　霧

お
田
さ
ん
と
お
話
を
し
て
い
る
絵
な
の
。

　
と
つ
て
も
似
ム
ロ
う
服
を
着
て
い
る
で
し
よ
。

　
叢
講

慧
灘
鑛

．
欝
灘
騒

　ペ　　コ　　　　　　いロド　　ビ

　　　滋
本田　　至くん

　　（5歳）

佐藤夏世ちゃん

　（5歳）

け
ど
頑
張
り
ま
し
た
。
今
は
、
ほ
と
ん

ど
の
人
が
、
の
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

「どこまで登れるか」頂上を目ざして遊んでいるんだ

た
。
こ
れ
に
の
っ
て
遊
ん
で
い
る
人
は
、

大
勢
い
ま
す
。

　
次
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
で
す
。
こ

こ
で
は
、
年
一
回
の
じ
き
ゅ
う
そ
う
大

会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
土
曜

日
に
は
、
赤
・
白
・
青
の
十
八
チ
ー
ムみんなつかまって「それ、行くぞ！」

で
行
う
山
び
こ
集
会
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
時
は
、
み
ん
な
で
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、

歌
を
歌
っ
た
り
、
ダ
ン
ス
を
お
ど
っ
た

り
し
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
す
ご
し
て

い
ま
す
。
こ
の
班
は
、
一
年
生
か
ら
六

年
生
ま
で
の
、
た
て
わ
り
で
作
ら
れ
た

欝

みんな仲よくゲームを楽しんでいますよ

班
で
す
。
こ
の
班
で
、
毎
週
金
曜
日
の

山
び
こ
タ
イ
ム
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
種

目
の
ギ
ネ
ス
に
ち
ょ
う
せ
ん
し
て
い
ま

す
。
運
動
会
や
児
童
会
の
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
大
会
な
ど
も
、
こ
の
班
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
ぼ
く
は
、
こ
ん
な
十
日
町
小
学
校
が

大
好
き
で
す
。
今
年
は
児
童
会
長
に
な

っ
た
の
で
け
じ
め
の
あ
る
、
み
ん
な
が

楽
し
く
す
ご
せ
る
よ
う
な
、
学
校
に
す

る
た
め
に
、
せ
い
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

9とおガ夢3平成元年5月10日
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十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会

職

　
平
成
元
年
7
月
1
日
付
採
用

の
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

〈
職
種
、
採
用
人
員

　
　
　
　
　
　
受
験
資
格
〉

■
福
祉
活
動
専
門
員
…
男
1
人
。

①
昭
和
3
7
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
．
②
社
会
福
祉
事

業
法
第
1
8
条
に
規
定
す
る
社
会

福
祉
主
事
の
任
用
資
格
の
あ
る

人
。
ま
た
は
、
社
会
福
祉
に
関

す
る
業
務
お
よ
び
公
衆
衛
生
、

社
会
教
育
、
更
生
保
護
な
ど
社

会
福
祉
に
関
連
す
る
業
務
に
5

年
以
上
勤
務
し
た
人
．
③
自
動

労
働
基
準
監
督
官

　
　
　
　
　
募
　
　
集

　
人
事
院
・
労
働
省
で
は
、
労

働
基
準
監
督
官
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

■
受
付
期
間
　
5
月
1
6
日
ω◎
～

24

日
伽
ま
で
。

■
受
験
資
格
　
昭
和
3
5
年
4
月

2
日
～
昭
和
4
3
年
4
月
1
日
生

ま
れ
の
人
。

■
試
験
日
　
7
月
8
日
ω
・
9

日
m
■
採
用
予
定
数
　
約
㎜
人

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

新
潟
労
働
基
準
局
庶
務
課
人
事

係
（
〒
胴
新
潟
市
川
岸
町
1
の
5
6

盈
幡
　
猫
　
4
1
6
1
）
　
へ
。

－
貝
　
募
　
集

車
運
転
普
通
免
許
の
あ
る
人
。

〈
試
験
期
日
、
試
験
科
目
〉

■
第
1
次
試
験
6
月
m
日
ω
、

市
役
所
（
教
養
試
験
、
作
文
試

験
、
面
接
試
験
）

〈
受
付
期
間
〉

　
5
月
10
日
困
～
6
月
8
日
㈲

（
必
着
）
ま
で
。

〈
申
し
込
み
〉

　
①
試
験
申
込
書
②
健
康
診
断

書
各
1
通
を
市
役
所
内
十
日
町

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
低
内
線

慨
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
十
日
町
市
社
会
福
祉

　
　
　
ヒ
あ
り
ま
す
の

国
税
専
門
冒

　
（
大
卒
程
度
）
募
集

　
次
の
と
お
り
募
集
中
で
す
。

■
受
付
期
間
　
5
月
1
6
日
ω℃
～

24

日
困
ま
で
．

■
受
験
資
格
　
昭
和
3
7
年
4
月

2
日
～
昭
和
4
3
年
4
月
1
日
生

ま
れ
の
人
。

■
採
用
予
定
数
　
8
0
0
人

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
税
務

　
カ
ハ
ロ
ぬ
ヒ
　
　
　
　
ロ
　
ヘ
の

東
京
消
防
庁

　
　
消
防
官
募
集

■
問
い
合
わ
せ
　
東
京
消
防
庁

人
事
部
人
事
課
採
用
係
（
盈
0
3

　
蹴
　
2
1
1
1
）
へ
。

バドミントン教室

■
と
　
き
　
5
月
24

日
～
7
月
2
6
日
の
毎

週
水
曜
日
・
午
後
7

時
3
0
分
～
9
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
総
合
体

云
目
館
■
参
加
料
　
千
円

■
参
加
資
格
　
初
心

者
を
対
象
に
3
0
名
で

締
め
切
り
ま
す
．

■
申
し
込
み
　
5
月
1
8
日
㈲
ま

で
に
総
合
体
育
館
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
協
会
（
蔵
品
茂
昭
盈
6

8
1
3

0
4
1
）
へ
。

日
大
三
高

招
待
親
善
野
球
大
会

■
と
　
　
き

5
月
2
7
日
ω

　
開
ム
ム
式
　
正
午

　
午
後
0
時
30
分
～

　
　
　
　
対
十
日
町
高
校

　
午
後
3
時
～

　
　
　
　
対
十
日
町
実
業
高
校

5
月
2
8
日
㈹

　
午
前
9
時
～

　
　
　
　
対
十
日
町
実
業
高
校

　
午
後
O
時
3
0
分
～

　
　
　
　
対
十
日
町
高
校

■
と
こ
ろ
　
市
営
笹
山
野
球
場

（
中
条
上
町
）

■
入
場
券
　
一
般
4
0
0
円
、

高
校
生
1
0
0
円

■
問
い
合
わ
せ
　
野
球
連
盟
事

務
局
（
暦
57
1
4
5
0
8
）
へ
。

回
壮
年
・
婦
人

　第
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

■
と
　
き
　
5
月
2
8
日
㈹

■
と
こ
ろ
　
信
濃
川
運
動
公
園

ロ
種
目
　
（
壮
年
の
部
）
4
0

歳
以
上
の
男
子
（
婦
人
の
部
）

20

歳
以
上
の
女
子

■
チ
ー
ム
編
成
　
9
人
以
上
1
5

人
以
内

■
申
し
込
み
　
5
月
1
3
日
ω
ま

で
に
総
合
体
育
館
（
盈
5
2
1
4

3
7
7
）
へ
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
＆
フ
ィ
ツ

ト
ネ
ス
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
始
ま
り
ま
し
た

　
あ
な
た
に
合
っ
た
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
方
法
を
教
え
ま
す
。
途
中

か
ら
の
受
講
も
受
け
付
け
し
ま

す
。■
と
　
き
　
　
（
昼
の
部
）
5
月

9
・
1
6
・
2
3
・
3
0
日
、
6
月
6
・

13

・
2
0
・
2
7
日
、
い
ず
れ
も
火

曜
日
午
前
1
0
時
～
n
時
3
0
分
の

8
日
間
　
　
（
夜
の
部
）
5
月
H
・

18

・
2
5
日
、
6
月
1
・
8
・
1
5
・

22

・
2
9
日
、
い
ず
れ
も
木
曜
日

午
後
7
時
3
0
分
～
9
時
3
0
分
の

8
日
間

■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館

■
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、

用
紙
代
5
0
円
が
必
要
）

■
問
い
合
わ
せ
　
総
合
体
育
館

　
（
盈
5
2
　
4
3
7
7
）
へ
。

瀧
蠕
醜
難
免
状

の
書
換
え
が
必
要
で
す

　
　
　
　
　
　
　
1
0
年
ご
と

　
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
平
成

元
年
4
月
1
日
か
ら
、
既
得
免

状
の
所
有
者
に
つ
い
て
、
免
状

の
交
付
を
受
け
て
か
ら
1
0
年
、
こ

と
に
免
状
の
写
真
の
貼
り
替
え

が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

①
免
状
の
交
付
を
受
け
て
か
ら

m
年
以
上
経
過
し
た
と
き
。
た

だ
し
、
昭
和
5
7
年
3
月
3
1
日
ま

で
に
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、

猶
予
期
間
が
あ
り
、
平
成
4
年

3
月
31
日
ま
で
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

②
免
状
の
写
真
貼
り
替
え
を
希

望
す
る
人
は
、
随
時
申
請
で
き

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
予

防
課
（
盈
5
7
i
1
5
5
5
）
へ
。

狂
犬
病
の
予
防
注
射

　
今
年
4
月
以
降
に
生
後
9
1
日

以
上
に
達
し
た
犬
で
、
ま
だ
狂

犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け
て
い

な
い
犬
が
対
象
で
す
．

■
と
　
き
　
5
月
2
0
日
ω
午
前

9
時
3
0
分
～
H
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
持
参
す
る
も
の
　
印
鑑
・
登

録
料
な
ど
4
、
7
6
0
円

麗
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所

　
（
盈
57
　
2
4
0
0
）
へ
。

⑫ライオンズ鰯国讐製3契●婁地区1．毫澱霊・2旧…

　5月20日・21日の両日、ライオンズタラブ国際協会333一　は隣接のライオンズクラブとともに、新潟・群馬両県を統

A地区と、333複合地区の年次大会が、総合体育館で行われ　轄するキャビネット事務局をクロス10に開局・333－A地区

ます。友愛と奉仕をモットーに献眼・献腎・献血を呼びか　　ガバナーと新潟・群馬・栃木・茨城・千葉5県の議長という2

け、雪まつり広場で市民から1，300人もの尊い献眼登録をい　　つの要職にある登坂行雄氏とともに・2日間で約4・000人参

ただいています。昨年7月1日、十日町ライオンズクラブ　　加の年次大会成功に向けて頑張っています・

ヱ0

／展示ホール（2階）

②当間高原リゾート計画説明

■内 容　①講演会　演題

③懇談会　■主　催

「国際化社会に向けての地域開発」

㈱当間高原リゾート

講師福田みずほ氏
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交
通
事
故
の
こ
相
談
は

　
　
　
　
　
　
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
〃

　
交
通
事
故
で
お
困
り
の
人
に

　
　
で
　
　
に
　
じ
て
い
ま
す
の

　
　
　
　
　
　
〃
つ

■
と
き
　
平
日
”
午
前
9
時
3
0

分
～
午
後
4
時
4
0
分

土
曜
日
”
午
前
9
時
3
0
分
～
正

午
（
第
2
・
3
土
曜
日
は
休
み

ま
す
）

■
弁
護
士
相
談
日
　
毎
週
水
曜

日
”
午
後
1
時
～
4
時

■
と
こ
ろ
　
新
潟
自
動
車
保
険

研作業停電　轟
◆5欝＋籍隷荷町謬
3南・稲荷町4・千代田町の各一部iI
◆5月29日（月）午前9時30分～11時15分／東1薪

枯木又の一部・西枯木又の全部　禰

本
町
通
七
番
町
1
0
8
2
盈
幡

ー
泌
I
1
8
5
1
）
電
話
で
の

ご
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
　
探
鳥
会

1
回
目

■
と
　
き
　
5
月
2
5
日
㈲
午
前

5
時
3
0
分
～
7
時
3
0
分
ま
で
。

■
と
こ
ろ
　
野
中
小
学
校
周
辺

2
回
目

■
と
き
6
月
3
日
D
・
4

日
㈹
午
後
4
時
～
翌
日
午
前
1
0

時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
　
マ
ン
ト
パ
ー
ク
津

南
（
津
南
町
大
字
上
郷
上
田
盈

65

－
2
0
4
0
）

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
保
健

所
（
盈
5
7
1
2
4
0
0
）
へ
。

会
知
響
糠
繋

演
者
の
か
か
わ
り
に
つ
い

黄
　
　
、

ヨ
ロ
　
て
　
　
が
　
を
　
き
ま

生
す
．

先
・
と
き
5
月
甘

積
攣
後
2
時
3
。
分
～

　
　
　
ド
と
こ
ろ
　
　
ぬ
　
　

花
官

　
　
　
ま

■
テ
ー
マ
　
家
族
の
成
長

■
講
　
師
　
花
積
正
夫
先
生

■
問
い
合
わ
せ
　
保
健
衛
生
課

保
健
衛
生
係
（
盈
内
線
m
）
へ
。

こ
ん
な
ま
ち
、
こ

＼　
　
　
　
　
　
○

凋
　
繊
塑
脇
覧
会
協
会
で
は
、
花

ハ

鞭
弊
㌶
彰

　
　
　
冨
い
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
治

職
場
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
参
加
。

（
2
名
以
上
を
条
件
と
し
ま
す
）

■
応
募
方
法
　
実
施
場
所
、
現

状
、
改
善
計
画
、
植
え
た
い
花

木
、
利
用
方
法
な
ど
の
プ
ラ
ン

を
応
募
用
紙
に
記
入
し
て
博
覧

会
協
会
へ
。
応
募
用
紙
は
、
農

林
課
林
政
農
災
係
に
あ
り
ま
す
。

■
賞
　
ナ
イ
ス
プ
ラ
ン
2
点
”

1
点
に
つ
き
賞
金
m
万
円
、
ド

リ
ー
ム
プ
ラ
ン
5
点
持
1
点
に

　
　
　
　
　
　
に
お
い
で
く
だ

談
さ
い
・

相
・
と
き
5
晶
日

康
　
　
　
ω
℃
午
後
1
時
3
0
分
～
3

　
　
　
土
寸

健
　
　
　
ロ

　
　
　
ド
と
こ
ろ
　
ナ
　
　
　

の
健
所
（
塚
原
町
）

、P

　
．
担
当
医
　
石
田
医
師

　
」
　
　
　
（
五
日
町
病
院
長
）

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
保
健

所
（
盈
5
7
－
2
4
0
0
）
ま
た

は
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係

（
盈
内
線
齪
）
へ
。

つ
き
賞
金
5
万
円
、
佳
作
3
0
点

花
の
苗
木
な
ど
、
参
加
賞
…
記

念
・
叩

■
締
め
切
り
　
6
月
1
5
日
㈲
ま

で
。
（
当
日
消
印
有
効
）

■
応
募
先
　
8
9
新
潟
食
と
緑
の

博
覧
会
協
会
事
務
局
事
業
部
催

事
部
（
〒
胴
新
潟
市
新
光
町
4

番
地
1
暦
幡
－
旛
－
5
5
1
1
）

㊧　　
　
防
災
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル

　
国
土
庁
で
は
、
防
災
に
つ
い

て
の
意
識
を
高
め
る
ポ
ス
タ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
小
・
中
・
高
校

生
の
部
、
一
般
の
部

■
応
募
作
品
　
地
震
・
台
風
・

古
家
雪
な
ど
の
災
害
に
つ
い
て
、

お
そ
ろ
し
さ
や
日
ご
ろ
の
心
が
ま

え
な
ど
「
－
防
災
」
を
テ
ー
マ
と

し
、
こ
れ
を
連
想
さ
せ
る
作
品

■
応
募
方
法
　
作
品
の
裏
側
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

学
生
の
場
合
は
学
校
名
を
記
入

し
て
郵
｝
、
逐
し
て
く
だ
さ
い
。

■
締
め
切
り
　
5
月
2
2
日
σD
ま

で
。
（
当
日
消
印
有
効
）

■
応
募
先
　
防
災
週
間
推
進
協

議
会
「
防
災
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

ー
ル
」
係
（
〒
㎜
束
京
都
千
代

田
区
内
幸
町
2
の
ー
の
1
飯
野

ビ
ル
2
階
岱
0
3
ー
獅
1
1
5
4

5
）

「統計から見た十日町市の姿』

　　　　平成元年版
1，100円　（B5版172ページ）

　
各
種
指
定
統
計

調
査
結
果
を
中
心

に
、
十
日
町
市
の

人
口
、
産
業
、
経

済
な
ど
わ
か
り
や

す
く
ま
と
め
て
あ

り
ま
す
。
希
望
者

は
総
務
課
文
書
広

報
係
（
盈
内
線
甥
）

へ
。
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蛎甑
裕
ω
茂
づ
原
ち
萩
怯
而

　
　
自
会
講

　
　
　
一

演講

ロと　き　　6月2日㈹　午後6時30分～9時30分

■ところ　　クロス10大ホール（本町6－1）

■入場料　　無　料

■主　催　　㈹十日町青年会議所

一
！
ー
i
、
！
ー
i
i
ミ
i
i
魅
！
I
i
i
i
ち
！
！
！
！
！
！
壷
i
i
覧
！
！
8

■とき5月22日（月）午後1日寺

30分～4時　■ところ　クロス⊥0ノ
一
一
7

■褻i通嚢盤き蕪驚ンペーン

國ゆとりあるプランで

　　　　　　　　安全運転を

・蜥庫雛幾薩
獅と儲説乳鞘難
う！

4月中の交通事故発生状況（）は累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
平成元年 12（47） 15（53） 1（2）

昭和63年 10（25） 12（32） 1（！）

川西町
津南町
中里村

平成元年 5（26） 4（31） 1（2）

昭和63年 2（11） 2（15） 0（0）

計
平成元年 17（73） 19（84） 2（4）

昭和63年 12（36） 14（47） ／（2）

ハンドル操作を誤り転倒

　轡　　　4月15日（十）午後O時30分ごろ、

　　　　本町6丁目地内の国道で、原動機

付自転車を運転していた80歳の男性が、ハ

ンドル操作を誤り転倒し、頭にケガをしま

した。

ヱユと’お．ガ夢3平成元年5月10日



目

捗
⑳
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　短』讐灘紮饗鱗
♪糖墜撃無
柏崎にもあった

　　大井田氏の所領

　
上
杉
景
勝
が
越
後
を
平
定
し
た
こ
ろ
、

二
軒
の
大
井
田
氏
が
活
躍
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
名
は
、
景
勝
の
家
臣
団
が
記

録
さ
れ
て
い
る
「
文
録
三
年
（
一
、
五

　
　
　
て
い
の
う
い
ん
ず
う
も
く
ろ
く

九
四
）
定
納
員
数
目
録
」
と
い
う
資
料

に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
一
人
は
、
景
勝
の
い
と
こ
に
あ
た
る

喜
七
郎
で
、
領
内
の
名
門
の
武
士
が
集

　
　
　
　
　
　
え
ち
ご
さ
む
ら
い
ち
ゅ
う

ま
っ
て
い
る
「
越
後
侍
中
」
と
い
う
グ

ル
ー
プ
に
属
し
、
ほ
か
の
一
人
は
、
平

右
衛
門
と
い
い
、
同
じ
「
侍
中
」
で
も

謙
信
の
旗
本
で
あ
っ
た
グ
ル
ー
プ
に
属

し
て
い
ま
す
。

　
景
勝
は
、
文
禄
四
年
に
行
わ
れ
た

　
た
い
こ
う
け
ん
ち

「
太
閣
検
地
」
に
引
き
続
い
て
、
領
内

の
総
検
地
を
行
い
ま
し
た
が
、
こ
の
時

に
「
越
後
国
絵
図
」
と
呼
ば
れ
る
絵
図

面
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

頸
城
の
一
部
と
岩
船
郡
の
二
枚
し
か
残

っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
絵
図
面
に
大
井
田
平
右
衛
門
の

名
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
柏
崎
の
米
山
大
橋
の
下
を
流
れ
る
、

た
ん
ね
谷
根
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
と
こ
ろ
に
谷

根
と
い
う
村
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
ろ

の
谷
根
村
は
、
検
地
後
の
村
高
六
三
石

余
り
、
家
九
軒
と
い
う
村
で
し
た
。

　
こ
の
村
を
所
領
と
し
て
い
た
の
は
、

平
右
衛
門
の
ほ
か
、
山
浦
、
豊
田
平
左

衛
門
で
し
た
。
山
浦
は
武
田
信
玄
に
信

濃
を
追
わ
れ
た
村
上
義
清
の
子
国
清
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ぜ
ん
ぶ
し
ゅ
う

豊
田
は
春
日
山
城
の
御
膳
部
衆
豊
田
平

右
衛
門
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
大
井
田
氏
は
、
そ
の
名
が
示
す
よ
う

に
、
大
井
田
郷
の
名
を
と
っ
た
も
の
で

そ
の
本
拠
は
、
妻
有
に
あ
っ
た
も
の
と

み
ら
れ
ま
す
。

　
平
右
衛
門
は
、
こ
の
こ
ろ
一
一
〇
石

余
り
を
知
行
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
谷

根
村
の
ほ
か
に
も
知
行
地
が
あ
っ
た
は

ず
で
す
。
谷
根
村
の
知
行
地
は
、
謙
信

か
景
勝
か
ら
恩
賞
と
し
て
、
与
え
ら
れ

た
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

獅触総圃P・、灘欝饗、　』灘

　　国絵図に描かれた谷根村

。
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．
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二

一
■

一53一

県
内
就
職
体
験
文
に
応
募
し

　
　
　
　
見
事
、
佳
作
に
入
賞

斎
木

理
絵
子
さ
ん

（
南
鐙
坂
　
1
9
歳
）

　
県
内
雇
用
促
進
運
動
の
一
つ
と
し
て

行
わ
れ
た
昭
和
六
十
三
年
度
県
内
就
職

体
験
文
に
応
募
し
見
事
、
佳
作
に
入
賞

し
た
斉
木
さ
ん
。
応
募
総
数
は
七
十
三

点
で
、
優
秀
賞
に
次
ぐ
す
ば
ら
し
い
賞

を
獲
得
。

　
「
応
募
し
た
動
機
で
す
か
。
会
社
の

常
務
さ
ん
に
す
す
め
ら
れ
て
出
機
を
織

る
母
親
の
姿
、
職
場
の
先
輩
、
織
物
の

こ
と
な
ど
を
綴
っ
た
だ
け
な
ん
で
す
」

と
そ
の
心
境
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
入
社
し
て
一
年
に
な
り
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
、
よ
ち
よ
ち
歩
き
で
失
敗
も
あ

っ
て
先
輩
に
迷
惑
を
か
け
っ
ぱ
な
し
で

す
が
、
気
を
取
り
直
し
て
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
高
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
よ
う

な
気
ま
ま
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
」

と
ハ
キ
ハ
キ
し
て
す
ご
く
明
る
い
。

　
今
で
は
、
昼
休
み
や
退
社
後
に
友
達

と
お
話
を
し
て
い
る
時
が
、
一
番
充
実

し
て
い
る
と
言
ケ
、
　
「
ど
ん
な
に
仕
事

が
、
き
つ
く
て
も
『
つ
ら
い
』
と
思
っ

て
は
、
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
伝

統
あ
る
織
物
に
誇
り
を
持
っ
て
、
会
社

や
十
日
町
の
発
展
に
少
し
で
も
役
立
て

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
ほ
ほ
え
ま

し
い
言
葉
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
趣
味

は
レ
コ
ー
ド
鑑
膏
具

　
　
　
　
　
　
　
　
垂
た
だ
い
ま
薫
風

　
　
　
　
　
畠
巳
　
　
の
五
月
。
ブ
ナ
の

　
　
　
　
　
－
　
　
新
緑
が
、
ま
ぶ
し

　
　
　
　
『
川

　
　
　
　
　
　
　
　
い
季
節
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か

ら
、
農
作
業
を
行
っ
て
い
る
ト
ラ
ク
タ

ー
の
音
が
忙
し
そ
う
に
響
き
ま
す
。
ま

た
、
五
月
は
行
事
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

十
四
日
㈹
に
は
、
成
人
式
、
き
も
の
ま

つ
り
、
山
菜
ま
つ
り
が
華
や
か
に
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
す
。
楽
し
い
一
日
を
過
し

ま
し
よ
・
つ
。

毎
広
報
を
担
当
し
て
、
あ
っ
と
い
う
間

に
一
ヵ
月
余
り
が
過
ぎ
ま
し
た
。
失
敗

も
数
々
。
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
た
か
ず
に
カ

メ
ラ
を
バ
チ
バ
チ
撮
り
、
出
来
上
が
っ

た
写
真
は
真
黒
…
な
ん
て
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
今
は
、
取
材
に
原
稿
整
理
に

と
時
間
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
す
。

し
み
じ
み
と
時
間
の
大
切
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。
「
五
月
病
」
に
も
か
か
ら
ず
、

も
ち
ま
え
の
フ
ァ
イ
ト
で
頑
張
っ
て
い

ま
す
．
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
と
接
す
る
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
⑱
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齢糖妙自然

⑳ムクドリ

　市街地や農耕地のあちこちでよ
　　　　　　　　　　くちはゆし
く見かけるムクドリは、嚇と足が

オレンジ色で全身が黒っぽく、ギ
　　　　　そうそりう
ヤーギャーと騒々しい声で鳴きま
　　　せ　　し
す。お世辞にも美しいとは言えま
　　　　　　　　　　　　あいきょコ
せん。しかし、よく見ると、愛嬌

のある鳥です。

　愛鳥週間（毎年5月10日～16日）の

ころ、お寺のケヤキの自然洞や人

家の軒下の穴に巣を作り、淡青色

の卵を5個ぐらい産みます。卵は
　　　　　　　　　　　12日ほどでふ化し、約3週間で巣

立っていきます。

市の木き
，　皿く鰍呂露’　　∫　．・、，，，，

市の花山っっじ

ユ2




